
 

総合型（課題論文） 

模範解答 

日本では少子高齢化が進み、地域の医療体制にはさまざまな負担が生じている。特

に高齢者は複数の病気を抱えることが多く、いくつもの薬を同時に飲むケースが増

えている。その結果、薬の飲み合わせによる体調不良や、飲み忘れ・飲み過ぎとい

った問題が起こりやすくなっている。このような状況の中で、薬剤師には従来の

「薬を渡す仕事」だけではなく、地域の健康を支える新しい役割が求められてい

る。 

第一に、薬剤師は薬の使いすぎや飲み合わせの問題を防ぐ役割を担うことができ

る。高齢者が多くの薬を飲むと、副作用が出たり、同じような薬が重なったりする

危険がある。薬剤師が全体の薬の内容を確認し、必要に応じて医師に「薬を減ら

す」「別の薬に変える」といった提案を行うことで、より安全で無理のない治療に

つながる。 

第二に、薬剤師は自宅で療養する人を支える存在として重要である。通院が難しい

高齢者に対して、薬剤師が家を訪ね、薬の整理や飲み方の確認を行うことで、安心

して生活を続けられるようになる。また、生活の様子を直接見ることで、体調の変

化に早く気づき、医師や看護師と情報を共有することもできる。これは地域で支え

る医療の中で大きな役割を果たす。 

第三に、薬剤師は地域の健康づくりに参加する身近な専門家として期待されてい

る。薬局は誰でも立ち寄りやすい場所であり、薬剤師は生活習慣病の相談、風邪薬

の選び方、ワクチンの案内など、日常の健康に関わる幅広い支援ができる。特に、

体力の低下を防ぐ取り組みや、認知症の早期相談など、高齢者の生活を守る活動は

今後さらに重要になる。 

以上のように、少子高齢化が進む地域では、薬剤師は薬を扱うだけでなく、生活に

寄り添い、健康を守る多面的な役割を担う存在へと変化している。薬剤師が地域に

深く関わることで、これからの医療を支える大きな力になると考える。 


